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１．バス通りの歩行空間の確保
－電柱への街路灯共架化による歩行者サービス水準の検討－

 

凡例 

 

電柱共架灯により歩行者サービス水準がＡとなる 
 
電柱共架灯を行っても歩行者サービス水準がＢとなる 
 

 

 
サービス水準Ｂ 

 サービス水準Ａ 

 

 

サービス水準A

サービス水準B

金町駅地区ｾﾝﾀｰ

電柱が残る
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１．バス通りの歩行空間の確保

－電柱への街路灯共架化による歩行者サービス水準－

イトーヨーカ堂側

2.25 1.75 729 28 B 22 A

※有効幅員：現況幅員－０．５（路上施設）

（ヨーカドーの反対側）

現況幅員 有効幅員 歩行者交通量
サービス水準

電柱有り 電柱無し

北東側

2.25 2.25 909 27 A

※有効幅員：現況幅員－０．５（路上施設）

現況幅員 有効幅員 歩行者交通量 サービス水準

（ヨーカドー側）

南西側イトーヨーカ堂側 イトーヨーカ堂の反対側

イトーヨーカ堂の反対側


